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決算審査特別委員会報告
　

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、
特
定
の

事
業
を
行
な
う
た
め
に
設
置
さ
れ
る
会
計

で
、「
河
合
町
水
道
事
業
」
が
該
当
し
ま
す
。

企
業
会
計
方
式
を
採
用
し
て
い
る
ほ
か
、

事
業
に
必
要
な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う
収

入
（
水
道
料
金
収
入
）
を
も
っ
て
充
て
る

と
い
う
独
立
採
算
制
を
原
則
に
経
営
し
て

い
ま
す
。
企
業
会
計
は
、
一
般
会
計
と
異

な
り
、「
収
益
的
収
支
」
と
「
資
本
的
収
支
」

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
「
収
益
的
収
支
」
は
、
約
5
，
6
3
0
万

円
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
資
本

的
収
支
」
は
、

約
8
4
0
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
ま
し
た
。

不
足
分
は
過
年

度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補

填
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
収

益
的
収
支
は
消

費
税
込
み
で

す
。

（
２
）
公
営
企
業
会
計

　

不
納
欠
損
と
は
、
滞
納
と
な
っ

て
い
る
町
の
債
権（
税
や
保
険
料
・

使
用
料
）
の
う
ち
、
何
ら
か
の
理

由
で
徴
収
が
行
え
ず
、
今
後
も
徴

収
の
見
込
み
が
た
た
な
い
た
め
、

そ
の
徴
収
を
諦
め
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
決
算
上
は
、
不
納
欠
損
額

と
し
て
処
理
計
上
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
令
和
4
年
度
の
不
納
欠
損
額

は
、
約
1
，
8
5
0
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
約
1
，
4
6
0
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。
主
な
増
加
要

因
は
、
一
般
会
計
で
不
納
欠
損
額

が
1
，
0
0
0
万
円
以
上
増
加
し

た
た
め
で
す
。

（
３
）
令
和
4
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
歳
入
に
お
け
る

　
　

不
納
欠
損
額

（１） 各会計の決算状況

　

一
会
計
年
度
（
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3

月
31
日
ま
で
）
の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
す

る
実
績
で
、
行
政
活
動
の
結
果
を
集
約
し

た
も
の
で
す
。

『
決
算
と
は
』

　

毎
年
度
、
町
長
が
前
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど
、
各
種
会
計

決
算
の
認
定
に
係
る
議
案
を
議
会
に
提
出

し
、
議
会
は
予
算
が
目
的
に
沿
っ
て
効
果

的
、
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
た
か
を
審

査
し
ま
す
。
河
合
町
議
会
で
は
、
９
月
定

例
会
で
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
会
で
詳
細
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議

で
委
員
会
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
認

定
、
不
認
定
の
議
決
を
行
い
ま
す
。
令
和

4
年
度
予
算
に
対
し
て
、
9
月
20
日
・
21

日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
議
長
と
議
会

選
出
監
査
委
員
を

除
く
10
人
で
決
算

審
査
を
行
い
、
会

計
ご
と
に
採
決
を

行
い
ま
し
た
。

『
決
算
特
別
委
員
会
と
は
』

①
実
質
収
支
額
は
、
財
政

運
営
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る

１
つ
の
目
安
で
、
プ
ラ
ス
で
あ

れ
ば
黒
字
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ

ば
赤
字
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
翌
年
度
繰
越
財
源

と
は
、
予
算
に
計
上
し
て
い
る

事
業
費
等
で
、
年
度
内
に
事
業

が
完
了
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
も
の
で

す
。

　
　

計
算
式
は
、
歳
入
ー
歳
出
ー

翌
年
度
繰
越
財
源
＝
実
質
収
支

額
に
な
り
ま
す
。

②
一
般
会
計
は
、
福
祉
や

教
育
・
建
設
な
ど
、
行
政
運
営

の
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
て

い
る
会
計
で
す
。
令
和
4
年
度

は
、
約
3
億
3
，
7
0
0
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の

事
業
に
係
る
経
費
を
一
般
会
計

と
区
別
し
て
管
理
す
る
た
め
、

町
の
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

る
会
計
で
す
。
河
合
町
で
は
、

6
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。

令和 4年度 一般会計・特別会計の決算状況 （単位：千円）

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険

住宅新築資金等貸付事業

下水道事業

水洗便所改造資金貸付事業

介護保険

後期高齢者医療制度

会計名 歳入

7,736,723

1,961,168

5,825

684,696

2,100

1,915,290

469,969

7,379,706

1,961,168

4,830

684,646

0

1,915,290

468,776

357,026

0

995

50

2,100

0

1,193

20,403

0

0

50

0

0

0

336,623

0

995

0

2,100

0

1,193

歳出 歳入歳出
差引額

翌年度への
繰越財源

実質
収支額

水道
事業
会計

収益的収支

資本的収支

569,436

452,000

513,093

460,403

56,343

△8,403

収入 支出 収入支出
差引額

令和 4年度 一般会計・特別会計の歳入における不納欠損額

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険

住宅新築資金等貸付事業

下水道事業

水洗便所改造資金貸付事業

介護保険

後期高齢者医療制度

会計名

合計

12,356,529

1,511,900

4,038,672

0

0

394,100

198,900

18,500,101

1,361,641

1,147,571

0

779,260

0

600,709

8,800

3,897,981

10,994,888

364,329

4,038,672

△779,260

0

△206,609

190,100

14,602,120

令和 4年度

不納欠損額

令和 3年度 増減額

（単位：円）

令和 4年度 公営企業会計の決算状況 （単位：千円）
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決算審査特別委員会報告
　

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、
特
定
の

事
業
を
行
な
う
た
め
に
設
置
さ
れ
る
会
計

で
、「
河
合
町
水
道
事
業
」
が
該
当
し
ま
す
。

企
業
会
計
方
式
を
採
用
し
て
い
る
ほ
か
、

事
業
に
必
要
な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う
収

入
（
水
道
料
金
収
入
）
を
も
っ
て
充
て
る

と
い
う
独
立
採
算
制
を
原
則
に
経
営
し
て

い
ま
す
。
企
業
会
計
は
、
一
般
会
計
と
異

な
り
、「
収
益
的
収
支
」
と
「
資
本
的
収
支
」

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
「
収
益
的
収
支
」
は
、
約
5
，
6
3
0
万

円
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
資
本

的
収
支
」
は
、

約
8
4
0
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
ま
し
た
。

不
足
分
は
過
年

度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補

填
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
収

益
的
収
支
は
消

費
税
込
み
で

す
。

（
２
）
公
営
企
業
会
計

　

不
納
欠
損
と
は
、
滞
納
と
な
っ

て
い
る
町
の
債
権（
税
や
保
険
料
・

使
用
料
）
の
う
ち
、
何
ら
か
の
理

由
で
徴
収
が
行
え
ず
、
今
後
も
徴

収
の
見
込
み
が
た
た
な
い
た
め
、

そ
の
徴
収
を
諦
め
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
決
算
上
は
、
不
納
欠
損
額

と
し
て
処
理
計
上
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
令
和
4
年
度
の
不
納
欠
損
額

は
、
約
1
，
8
5
0
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
約
1
，
4
6
0
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。
主
な
増
加
要

因
は
、
一
般
会
計
で
不
納
欠
損
額

が
1
，
0
0
0
万
円
以
上
増
加
し

た
た
め
で
す
。

（
３
）
令
和
4
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
歳
入
に
お
け
る

　
　

不
納
欠
損
額

（１） 各会計の決算状況

　

一
会
計
年
度
（
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3

月
31
日
ま
で
）
の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
す

る
実
績
で
、
行
政
活
動
の
結
果
を
集
約
し

た
も
の
で
す
。

『
決
算
と
は
』

　

毎
年
度
、
町
長
が
前
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど
、
各
種
会
計

決
算
の
認
定
に
係
る
議
案
を
議
会
に
提
出

し
、
議
会
は
予
算
が
目
的
に
沿
っ
て
効
果

的
、
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
た
か
を
審

査
し
ま
す
。
河
合
町
議
会
で
は
、
９
月
定

例
会
で
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
会
で
詳
細
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議

で
委
員
会
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
認

定
、
不
認
定
の
議
決
を
行
い
ま
す
。
令
和

4
年
度
予
算
に
対
し
て
、
9
月
20
日
・
21

日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
議
長
と
議
会

選
出
監
査
委
員
を

除
く
10
人
で
決
算

審
査
を
行
い
、
会

計
ご
と
に
採
決
を

行
い
ま
し
た
。

『
決
算
特
別
委
員
会
と
は
』

①
実
質
収
支
額
は
、
財
政

運
営
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る

１
つ
の
目
安
で
、
プ
ラ
ス
で
あ

れ
ば
黒
字
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ

ば
赤
字
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
翌
年
度
繰
越
財
源

と
は
、
予
算
に
計
上
し
て
い
る

事
業
費
等
で
、
年
度
内
に
事
業

が
完
了
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
も
の
で

す
。

　
　

計
算
式
は
、
歳
入
ー
歳
出
ー

翌
年
度
繰
越
財
源
＝
実
質
収
支

額
に
な
り
ま
す
。

②
一
般
会
計
は
、
福
祉
や

教
育
・
建
設
な
ど
、
行
政
運
営

の
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
て

い
る
会
計
で
す
。
令
和
4
年
度

は
、
約
3
億
3
，
7
0
0
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の

事
業
に
係
る
経
費
を
一
般
会
計

と
区
別
し
て
管
理
す
る
た
め
、

町
の
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

る
会
計
で
す
。
河
合
町
で
は
、

6
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。

令和 4年度 一般会計・特別会計の決算状況 （単位：千円）

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険

住宅新築資金等貸付事業

下水道事業

水洗便所改造資金貸付事業

介護保険

後期高齢者医療制度

会計名 歳入

7,736,723

1,961,168

5,825

684,696

2,100

1,915,290

469,969

7,379,706

1,961,168

4,830

684,646

0

1,915,290

468,776

357,026

0

995

50

2,100

0

1,193

20,403

0

0

50

0

0

0

336,623

0

995

0

2,100

0

1,193

歳出 歳入歳出
差引額

翌年度への
繰越財源

実質
収支額

水道
事業
会計

収益的収支

資本的収支

569,436

452,000

513,093

460,403

56,343

△8,403

収入 支出 収入支出
差引額

令和 4年度 一般会計・特別会計の歳入における不納欠損額

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険

住宅新築資金等貸付事業

下水道事業

水洗便所改造資金貸付事業

介護保険

後期高齢者医療制度

会計名

合計

12,356,529

1,511,900

4,038,672

0

0

394,100

198,900

18,500,101

1,361,641

1,147,571

0

779,260

0

600,709

8,800

3,897,981

10,994,888

364,329

4,038,672

△779,260

0

△206,609

190,100

14,602,120

令和 4年度

不納欠損額

令和 3年度 増減額

（単位：円）

令和 4年度 公営企業会計の決算状況 （単位：千円）
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一 般 質 問

1. 災害時における避難について
2. 小中学校の教育体制について

梅野美智代　議員

1. 県職員の派遣について
2.学校の老朽化対策について
3. 通学路の安全対策について
4.待機児童について
5. 高齢者の買い物・移動支援について

杦本貴司　議員

1. 旧河合第三小学校跡地利活用事業について

杦本光清　議員

1.作業着等の無償貸与について
2. 道路整備等について
3.補助金交付に関して

中山義英　議員

1.ゴミ処理広域化の課題と減量化への取組について
2.今後の財政運営について
3. 来年度の国保税引き上げ方針の見直しについて
4. 継続課題の進捗状況について

坂本博道　議員 7ページ

1. 道路の損傷等をSNSで通報について
2. 温暖化に於ける猛暑対策について
3.帯状疱疹のワクチン助成について
4. 公共施設の駐車場開放について

佐藤利治　議員 8ページ

1. 自治及びまちづくりの推進はどのように?
2. 移動式避難所の活用を !
3. 荒廃農地活用事業「たんぼの楽耕」について
4. 児童・生徒の好奇心・探求心を育むために

常盤繁範　議員 8ページ

1. 焼失後の空家について

大西孝幸　議員 9ページ

1. 町長所信表明と選挙公報の内容について
2.個別外部監査結果報告書について

長谷川伸一　議員 9ページ

1. 自衛隊員募集について
2. 町橋の管理について

馬場千惠子　議員 10ページ

る
体
制
を
各
学
校
で
整
え
て
お
り
ま
す
。
適

応
指
導
教
室
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
設
置

も
検
討
し
て
い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
も
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

13
名
の
生
徒
が「
負
担
に
感
じ
て
い
る
」と

回
答
が
あ
っ
た
の
で
、
学
校
を
通
じ
て
聞
き

取
り
を
行
い
対
応
し
て
い
ま
す
。　
（
町
長
）

  

二
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
に
つ
い

て
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

  

二
、
官
民
共
同
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
教

育
委
員
と
一
緒
に
視
察
を
含
め
情
報
収
集
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
内
に
設

置
す
る
か
学
校
以
外
の
場
所
で
設
置
を
す
る

か
校
長
先
生
を
交
え
て
相
談
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
・
教
育
委
員
会
）

　

旧
第
三
小
学
校
の
今
後
の
活
用
も
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（町

長
）

  

三
、
特
別
支
援
教
育
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
現
状
と
課
題
、
特
別
支
援
教
室

の
整
備
及
び
通
級
指
導
教
室
の
設
置
に
係

る
今
後
の
方
向
性
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

  

三
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
し

て
お
り
、在
籍
児
童
生
徒
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
活
用
し
、
学
び
の

教
材
等
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

通
級
指
導
教
室
は
、
学
校
と
相
談
し
な
が

ら
必
要
な
生
徒
の
状
況
に
聞
き
取
り
を
し
て

検
討
、
先
生
の
確
保
、
予
算
の
確
保
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

  

国
の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
し
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
を
推
進
す
る
た
め

の「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

  

自
主
避
難
所
の
開
設
に
際
し
、
高
齢

者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
か
ら
、
自
宅

か
ら
遠
く
、
歩
行
に
不
安
を
感
じ
る
等
の

理
由
で
利
用
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
話

を
耳
に
し
ま
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
等

の
避
難
時
の
移
動
手
段
、
食
料
等
の
備
蓄

備
品
に
つ
い
て
本
町
の
考
え
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

  

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
原

則
は
自
ら
避
難
し
て
頂
く（
自
助
）地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
を
借
り
る（
共
助
）の

順
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。
障
が
い
者
に
つ
い
て
も
障
害
の
状

況
に
応
じ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
避
難
所
備
品
等
の
配
布

は
、
基
本
的
に
は
避
難
時
に
食
料
、
飲
料
水

等
準
備
し
て
も
ら
う
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す

が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
備
蓄
品
の
提
供
も
視

野
に
入
れ
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
安
心
安
全
推
進
課
）

  

一
、
日
本
の
教
育
の
問
題
点
に
な
っ

て
い
る
い
じ
め
、
不
登
校
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
等
に
対
す
る
町
長
の
認
識
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

  

一
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
情
報
把
握
を
行

い
対
応
し
て
い
ま
す
。
不
登
校
に
つ
い
て
は

家
庭
訪
問
、
保
健
室
、
放
課
後
登
校
が
出
来

答答 問問

答答 問問再

災
害
時
に
お
け
る
避
難
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
教
育
体
制
に
つ
い
て

通告書
事項

5ページ

6ページ

6ページ

7ページ

議案第３２号「令和５年度河合町一般会計補正
予算」について
〇主な審議内容
　アピアランスケア支援事業補助金は補整具が
ウイッグや乳房補整具等、種類が異なればそれぞ
れに補助があるのか、また、ウイッグは女性も男
性も可能なのかとの質疑があり、例えばウイッグ
と胸の補整具を両方申請した場合も両方に補助
があり、同時に両方胸の手術をされた場合は一
回になるが、片方ずつ何年か空けて手術をした場
合は、両方申請が可能となる。また、ウイッグは
女性でも男性でも補助対象となるとの答弁があ
りました。
〇結果
　全員賛成で可決

議案第３９号「河合町税条例の一部改正」につ
いて
〇主な審議内容
　この税制改革で、当初予算の歳入額でどういっ
た変更になるかの質疑があり、町民税の均等割
が500円減額となるため、今年度では約8,400人
の方が均等割の対象者となり約420万円が減額
となる。その分は国の方から森林環境譲与税とし
て交付される。全額ではないが、私有林、人工林
の按分や林業従事者の按分、また人口分の按分
という形で計算された額が譲与税として入ってく
るとの答弁がありました。
〇結果
　賛成多数で可決

議案第３３号「令和５年度 河合町国民健康保険
特別会計補正予算について」
〇主な内容
　産前産後賦課軽減対応システム改修に関する
補正予算。

〇質疑
　制度について、及び改修は町の単独か広域での
改修かとの質疑あり。

〇結果
　全員賛成で可決

議案第３４号「令和５年度 河合町住宅新築資金
等貸付事業特別会計補正予算について」
〇主な内容
　決算結果の繰越金99万6,000円を一般会計
に繰出す補正予算。

〇結果
　全員賛成で可決

議案第３５号「令和５年度 河合町水洗便所改造
資金貸付事業特別会計補正予算について」
〇主な内容
　決算結果をふまえ、財源補正する補正予算。
〇結果
　全員賛成で可決

議案第３６号「令和５年度 河合町介護保険特別
会計補正予算について」
〇主な内容
　決算結果をふまえ、国・県支出金の返還。交付
金、基金繰入で財源補正する。
〇結果
　全員賛成で可決

議案第３７号「令和５年度 河合町後期高齢者医
療制度特別会計補正予算について」
〇主な内容
　年度末に賦課された保険料歳入を広域連合に
納付するための補正予算。
〇結果
　全員賛成で可決

議案第３８号「河合町印鑑条例の一部改正につ
いて」
〇主な内容
　印鑑証明のコンビニ交付の際、スマートフォン
を活用できるようにするための条例改正。

〇質疑
　マイナンバーとの紐づけミスは起こらないかの
質疑あり、印鑑証明についてはヒューマンエ
ラーは起こらない仕組みとの答弁あり。

〇結果
　賛成多数で可決

総務文教常任委員会結果報告

厚生建設常任委員会結果報告

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ
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一 般 質 問

1. 災害時における避難について
2. 小中学校の教育体制について

梅野美智代　議員

1. 県職員の派遣について
2.学校の老朽化対策について
3. 通学路の安全対策について
4.待機児童について
5. 高齢者の買い物・移動支援について

杦本貴司　議員

1. 旧河合第三小学校跡地利活用事業について

杦本光清　議員

1.作業着等の無償貸与について
2. 道路整備等について
3.補助金交付に関して

中山義英　議員

1.ゴミ処理広域化の課題と減量化への取組について
2.今後の財政運営について
3. 来年度の国保税引き上げ方針の見直しについて
4. 継続課題の進捗状況について

坂本博道　議員 7ページ

1. 道路の損傷等をSNSで通報について
2. 温暖化に於ける猛暑対策について
3.帯状疱疹のワクチン助成について
4. 公共施設の駐車場開放について

佐藤利治　議員 8ページ

1. 自治及びまちづくりの推進はどのように?
2. 移動式避難所の活用を !
3. 荒廃農地活用事業「たんぼの楽耕」について
4. 児童・生徒の好奇心・探求心を育むために

常盤繁範　議員 8ページ

1. 焼失後の空家について

大西孝幸　議員 9ページ

1. 町長所信表明と選挙公報の内容について
2.個別外部監査結果報告書について

長谷川伸一　議員 9ページ

1. 自衛隊員募集について
2. 町橋の管理について

馬場千惠子　議員 10ページ

る
体
制
を
各
学
校
で
整
え
て
お
り
ま
す
。
適

応
指
導
教
室
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
設
置

も
検
討
し
て
い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
も
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

13
名
の
生
徒
が「
負
担
に
感
じ
て
い
る
」と

回
答
が
あ
っ
た
の
で
、
学
校
を
通
じ
て
聞
き

取
り
を
行
い
対
応
し
て
い
ま
す
。　
（
町
長
）

  

二
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
に
つ
い

て
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

  

二
、
官
民
共
同
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
教

育
委
員
と
一
緒
に
視
察
を
含
め
情
報
収
集
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
内
に
設

置
す
る
か
学
校
以
外
の
場
所
で
設
置
を
す
る

か
校
長
先
生
を
交
え
て
相
談
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
・
教
育
委
員
会
）

　

旧
第
三
小
学
校
の
今
後
の
活
用
も
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（町

長
）

  

三
、
特
別
支
援
教
育
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
現
状
と
課
題
、
特
別
支
援
教
室

の
整
備
及
び
通
級
指
導
教
室
の
設
置
に
係

る
今
後
の
方
向
性
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

  

三
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
し

て
お
り
、在
籍
児
童
生
徒
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
活
用
し
、
学
び
の

教
材
等
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

通
級
指
導
教
室
は
、
学
校
と
相
談
し
な
が

ら
必
要
な
生
徒
の
状
況
に
聞
き
取
り
を
し
て

検
討
、
先
生
の
確
保
、
予
算
の
確
保
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

  

国
の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
し
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
を
推
進
す
る
た
め

の「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

  

自
主
避
難
所
の
開
設
に
際
し
、
高
齢

者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
か
ら
、
自
宅

か
ら
遠
く
、
歩
行
に
不
安
を
感
じ
る
等
の

理
由
で
利
用
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
話

を
耳
に
し
ま
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
等

の
避
難
時
の
移
動
手
段
、
食
料
等
の
備
蓄

備
品
に
つ
い
て
本
町
の
考
え
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

  

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
原

則
は
自
ら
避
難
し
て
頂
く（
自
助
）地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
を
借
り
る（
共
助
）の

順
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。
障
が
い
者
に
つ
い
て
も
障
害
の
状

況
に
応
じ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
避
難
所
備
品
等
の
配
布

は
、
基
本
的
に
は
避
難
時
に
食
料
、
飲
料
水

等
準
備
し
て
も
ら
う
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す

が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
備
蓄
品
の
提
供
も
視

野
に
入
れ
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
安
心
安
全
推
進
課
）

  
一
、
日
本
の
教
育
の
問
題
点
に
な
っ

て
い
る
い
じ
め
、
不
登
校
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
等
に
対
す
る
町
長
の
認
識
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

  

一
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
情
報
把
握
を
行

い
対
応
し
て
い
ま
す
。
不
登
校
に
つ
い
て
は

家
庭
訪
問
、
保
健
室
、
放
課
後
登
校
が
出
来

答答 問問

答答 問問再

災
害
時
に
お
け
る
避
難
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
教
育
体
制
に
つ
い
て

通告書
事項

5ページ

6ページ

6ページ

7ページ

議案第３２号「令和５年度河合町一般会計補正
予算」について
〇主な審議内容
　アピアランスケア支援事業補助金は補整具が
ウイッグや乳房補整具等、種類が異なればそれぞ
れに補助があるのか、また、ウイッグは女性も男
性も可能なのかとの質疑があり、例えばウイッグ
と胸の補整具を両方申請した場合も両方に補助
があり、同時に両方胸の手術をされた場合は一
回になるが、片方ずつ何年か空けて手術をした場
合は、両方申請が可能となる。また、ウイッグは
女性でも男性でも補助対象となるとの答弁があ
りました。
〇結果
　全員賛成で可決

議案第３９号「河合町税条例の一部改正」につ
いて
〇主な審議内容
　この税制改革で、当初予算の歳入額でどういっ
た変更になるかの質疑があり、町民税の均等割
が500円減額となるため、今年度では約8,400人
の方が均等割の対象者となり約420万円が減額
となる。その分は国の方から森林環境譲与税とし
て交付される。全額ではないが、私有林、人工林
の按分や林業従事者の按分、また人口分の按分
という形で計算された額が譲与税として入ってく
るとの答弁がありました。
〇結果
　賛成多数で可決

議案第３３号「令和５年度 河合町国民健康保険
特別会計補正予算について」
〇主な内容
　産前産後賦課軽減対応システム改修に関する
補正予算。
〇質疑
　制度について、及び改修は町の単独か広域での
改修かとの質疑あり。

〇結果
　全員賛成で可決

議案第３４号「令和５年度 河合町住宅新築資金
等貸付事業特別会計補正予算について」
〇主な内容
　決算結果の繰越金99万6,000円を一般会計
に繰出す補正予算。
〇結果
　全員賛成で可決

議案第３５号「令和５年度 河合町水洗便所改造
資金貸付事業特別会計補正予算について」
〇主な内容
　決算結果をふまえ、財源補正する補正予算。
〇結果
　全員賛成で可決

議案第３６号「令和５年度 河合町介護保険特別
会計補正予算について」
〇主な内容
　決算結果をふまえ、国・県支出金の返還。交付
金、基金繰入で財源補正する。

〇結果
　全員賛成で可決

議案第３７号「令和５年度 河合町後期高齢者医
療制度特別会計補正予算について」
〇主な内容
　年度末に賦課された保険料歳入を広域連合に
納付するための補正予算。
〇結果
　全員賛成で可決

議案第３８号「河合町印鑑条例の一部改正につ
いて」
〇主な内容
　印鑑証明のコンビニ交付の際、スマートフォン
を活用できるようにするための条例改正。

〇質疑
　マイナンバーとの紐づけミスは起こらないかの
質疑あり、印鑑証明についてはヒューマンエ
ラーは起こらない仕組みとの答弁あり。
〇結果
　全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

厚生建設常任委員会結果報告

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ
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崩
落
の
危
険
性
の
高
い
第
２
中
学
校

の
校
舎
の
外
壁
や
町
内
の
小
・
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
の
改
修
計
画
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

  

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
小
・
中
学
校
は
地
域
の
避
難

所
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
防
災
機
能
強

化
の
観
点
か
ら
も
、
早
急
に
学
校
施
設
の

老
朽
化
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
改
修
箇
所
の
優
先
順
位

を
考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る

安
全
面
か
ら
は
、
第
2
中
学
校
の
屋
上
防

水
と
外
壁
の
改
修
で
す
。
ま
た
、
衛
生
面

か
ら
は
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん

の
要
望
を
頂
い
て
い
ま
す
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

  

以
前
か
ら
中
山
台
の
商
業
施
設
跡
地

へ
の
ス
ー
パ
ー
の
出
店
に
つ
い
て
、
住
民

の
方
々
か
ら
、
状
況
が
見
え
な
い
不
安
と

出
店
を
期
待
す
る
声
を
お
聞
き
し
て
い
ま

す
が
、
町
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

  

町
と
し
ま
し
て
は
、
ス
ー
パ
ー
の
出

店
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者

へ
は
早
急
に
店
舗
名
を
公
表
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
該
店
舗
が

開
店
し
た
際
に
は
、
事
業
者
と
と
も
に
交

通
渋
滞
や
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
な
ど
に

つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

す
な
丸
号
の
ル
ー
ト
の
変
更
に
つ
い

て
の
声
を
、
町
内
各
所
の
住
民
の
方
々
か

ら
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
星
和
台

公
団
は
、
停
留
所
も
な
い
状
況
で
す
が
、

町
と
し
て
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

  
す
な
丸
号
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

に
、
必
要
な
ル
ー
ト
の
変
更
に
計
画
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
利
用
方
法
の
広

報
、
周
知
の
工
夫
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
そ
し
て
、
星
和
台
公
団
の
停
留

所
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
検
討
し

ま
す
。 

（
管
財
課
）

  

高
齢
者
の
方
々
か
ら
バ
ス
を
安
心
し

て
利
用
す
る
た
め
に
、
バ
ス
停
へ
の
ベ
ン

チ
の
設
置
に
つ
い
て
要
望
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
の
方
針
を
お
聞
き
し

ま
す
。

  

町
の
方
針
と
し
ま
し
て
は
、
過
去
に

も
条
件
を
満
た
す
停
留
所
に
は
、
ベ
ン
チ

を
設
置
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

乗
車
客
数
や
町
の
主
要
施
設
の
集
積
度
等

を
考
慮
し
、
必
要
な
場
所
へ
の
設
置
を
検

討
し
ま
す
。 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

答 問問

問

業
に
お
け
る
第
二
期
工
事
に
つ
き
ま
し
て
、

計
画
通
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
の
私
の
決

断
に
至
っ
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　

  （
町
長
）

  

6
月
の
私
の
一
般
質
問
終
了
後
、
中

央
公
民
館
を
調
査
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
調
査
で
、
町
職
員
が

実
施
し
た
の
か
、
ま
た
外
部
発
注
し
た
の

で
あ
れ
ば
委
託
料
は
ど
の
程
度
で
す
か
。

  

実
施
致
し
ま
し
た
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
央
公
民
館
の
耐
震
診
断
で
あ
り
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
業
務
を
委
託
し
、

契
約
額
と
致
し
ま
し
て
は
47
万
4
千

1
0
0
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
）

  

町
民
を
不
安
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
今

回
の
迷
走
、
町
政
の
執
行
者
と
し
て
ど
の

よ
う
に
町
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
れ
ま

す
か
。

  

私
は
5
月
の
就
任
以
来
、
財
政
再
建

に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
既
存
の
施
設
は
可
能
な

限
り
継
続
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
財
政
再

建
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
大
変
不
安
な
思
い
を
さ
せ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
力
の
な
い

町
が
施
設
整
備
に
お
い
て
負
担
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
と
の
思
い
で
調

査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
町
長
）

  

旧
河
合
第
三
小
学
校
跡
地
利
活
用
事

業
第
二
期
工
事
は
予
定
通
り
令
和
6
年
4

月
か
ら
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し

い
で
す
か
。
町
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

  

6
月
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
旧

第
三
小
学
校
活
用
施
策
に
お
け
る
第
二
期
工

事
を
一
旦
止
め
ま
す
と
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
既
存
施
設
で
あ
る
中
央

公
民
館
の
耐
震
性
の
確
認
を
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
使
え
る
施
設
は
利

用
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
耐
震
の
確
認
を

す
る
と
の
答
弁
を
致
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は

大
規
模
地
震
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

結
果
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
、
町
財
政

の
再
建
を
念
頭
に
置
き
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
に

お
い
て
再
度
、
様
々
な
可
能
性
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
も
の
で
あ
り
、
当
然

多
く
の
住
民
の
皆
様
方
の
思
い
な
ど
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
杦
本
光
清
議
員
よ
り
今
後
の
方
針

に
関
す
る
一
般
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
こ
の
機
会
に
旧
第
三
小
学
校
利
活
用
事

答 問

答 問

老
朽
化
し
た
小
・
中
学
校
の
校
舎

へ
の
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
の
方
々
の
買
い
物
や
移
動

の
支
援
に
つ
い
て

答 答問答

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

杦本　光清
議員

すぎもと　　　　みつきよ

残
高
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
方
法

の
１
つ
に
繰
上
償
還
が
あ
る
。
県
と
の
協

定
の
目
標
は
現
在
の
健
全
化
計
画
が
ベ
ー

ス
。
今
後
の
検
討
の
結
果
次
第
で
計
画
を

見
直
し
て
い
く
。

（
副
町
長
・
財
政
課
）

  

物
価
高
で
住
民
の
暮
ら
し
が
大
変
。

来
年
度
の
国
保
税
の
値
上
げ
を
す
る
の

か
。
県
国
保
の
助
け
合
い
は
機
能
し
て
い

る
。
財
政
状
況
か
ら
も
今
の
値
上
げ
は
必

要
な
い
。
子
ど
も
の
均
等
割
免
除
の
実
施

を
。
県
の
基
準
に
合
わ
せ
る
た
め
の
値
上

げ
は
や
め
る
べ
き
。
町
長
、
県
に
も
主
張

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

  

方
針
に
変
更
は
な
く
3
月
議
会
で
条

例
改
正
予
定
。
保
険
税
率
の
決
定
権
限
は

町
に
あ
り
、
県
基
準
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
法
的
根
拠
等
は
な
い
が
、
県
単

位
化
は
県
下
市
町
村
が
合
意
し
た
こ
と
。

そ
の
た
め
単
独
免
除
は
で
き
な
い
が
、
高

校
生
世
代
ま
で
均
等
割
免
除
に
は
約

6
9
0
万
円
必
要
と
試
算
。
子
育
て
施
策

は
、
県
と
協
議
を
継
続
さ
せ
て
頂
く
考
え
。

（
町
長
・
住
民
福
祉
課
）

  

進
捗
は
ど
う
か
。
町
長
の
施
策
の
中

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。

  

鉄
道
事
業
者
へ
は
継
続
し
て
働
き
か

け
る
。
今
後
、
駅
周
辺
の
総
合
的
な
整
備

計
画
と
合
せ
て
検
討
す
る
。 

（
町
長
）

  

ご
み
広
域
処
理
（
天
理
市
内
）、
中
継

基
地
（
安
堵
町
内
）
の
進
捗
状
況
、
水
害

対
策
は
ど
う
か
。
ご
み
の
分
別
、
収
集
は

ど
う
変
わ
る
か
。
こ
の
機
会
に
高
齢
化
の

中
で
、
ご
み
の
戸
別
収
集
の
実
施
、
ま
ご

こ
ろ
収
集
の
改
善
は
ど
う
か
。

  

令
和
７
年
１
月
試
運
転
開
始
、
同
年

５
月
本
稼
働
予
定
。
中
継
基
地
は
約
５
m

の
盛
土
で
水
害
の
危
険
を
回
避
す
る
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ご
み
の
一
部
の
分
別
変
更

で
可
燃
ご
み
に
分
類
予
定
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
準
備
中
。
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

知
ら
せ
る
。
戸
別
収
集
は
経
費
増
で
困
難
。

ま
ご
こ
ろ
収
集
の
登
録
は
69
人
。
妊
産
婦

等
へ
の
拡
大
は
で
き
な
い
。

 

（
環
境
対
策
課
・
環
境
整
備
課
）

  

町
長
の
事
業
見
直
し
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
県
と
の
協
定
で
ど
の
よ
う
な
財

政
運
営
を
進
め
る
の
か
。
昨
年
12
月
の「
広

報
か
わ
い
」
で
の
財
政
健
全
化
計
画
の
指

標
見
直
し
で
、
将
来
負
担
比
率
の
5
％
引

下
げ
は
め
ど
が
つ
い
て
い
る
の
で
な
い

か
。「
財
政
指
標
が
良
い
＝
良
い
行
政
」

で
は
な
い
。「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
休
止
」

を
含
む
財
政
健
全
化
計
画
の
見
直
し
を
。

  

旧
三
小
跡
地
活
用
２
期
工
事
は
9
月

か
ら
再
開
し
、
予
算
も
執
行
す
る
。
起
債

  

中
山
台
地
区
の
一
部
で
は
、
30
年
以

上
道
路
舗
装
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た

め
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
劣
化
し
、
石
が
む

き
出
し
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
6

年
度
中
に
舗
装
は
完
了
で
き
ま
す
か
。

  

舗
装
修
繕
は
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
し
ま

す
。 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
以
外
の
地
域
で
は
、

道
路
が
狭
く
救
急
車
な
ど
の
緊
急
用
車
両

が
通
行
で
き
な
い
所
が
2
3
0
ヶ
所
あ
り

ま
す
。
人
の
命
は
1
分
1
秒
を
争
い
ま
す
。

地
元
自
治
会
と
連
携
し
、
生
活
道
路
の
改

善
に
取
組
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
か
。

  

自
治
会
及
び
土
地
所
有
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

拡
幅
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

天
理
王
寺
線
は
奈
良
県
の
事
業
で
は

あ
り
ま
す
が
、
開
通
す
れ
ば
市
場
周
辺
で

の
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
、
通
学
路
へ
の
車

の
侵
入
が
減
り
、
地
域
の
安
全
性
や
利
便

性
の
向
上
、
さ
ら
に
観
光
や
企
業
立
地
も

促
進
さ
れ
ま
す
。
今
後
奈
良
県
に
ど
の
よ

う
な
要
望
を
さ
れ
ま
す
か
。

  

地
域
住
民
の
思
い
を
理
解
し
、
積
極

的
な
事
業
の
推
進
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

災
害
対
応
の
公
務
に
も
係
わ
ら
ず
、

職
員
は
自
分
で
雨
合
羽
・
長
靴
な
ど
を

買
っ
て
公
務
に
従
事
し
て
い
る
た
め
、
町

か
ら
の
雨
合
羽
・
長
靴
・
防
寒
着
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
無
償
貸
与
を
提
案
し
ま
し
た
。

  

補
助
金
と
は
、
町
民
の
税
金
の
中
か

ら
役
場
が
団
体
等
に
支
給
す
る
返
済
不
要

の
給
付
金
で
す
。
町
は
27
の
団
体
に
対
し

て
、
年
間
約
5
，
0
0
0
万
円
の
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
へ
の
情
報

公
開
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
町
民
は
ど
の
よ
う
な
団
体
に
、
ど
れ

位
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
か
が
全
く
分
か
り
ま
せ

ん
。
補
助
金
制
度
は
行
政
の
補
完
的
な
役

割
を
担
う
一
方
で
、
財
源
に
は
町
民
の
税

金
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
使
い
道
は
町

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
内
容
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
河
合
町
に
は
補
助
金
の
必

要
性
や
効
果
に
つ
い
て
、
公
表
す
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
町
の
見
解
は
。

  

透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
検
討
し
ま

す
。 

（
総
務
課
）

  

町
に
は
、
補
助
金
の
定
期
的
な
見
直

し
の
仕
組
み
が
な
く
、
補
助
金
が
適
正
に

交
付
さ
れ
て
い
る
か
は
不
透
明
で
、
補
助

金
の
長
期
化
や
、
も
ら
っ
て
当
た
り
前
の

既
得
権
化
が
疑
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
第

3
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
設
置
や
、
弁
護

士
に
よ
る
個
別
外
部
監
査
の
実
施
を
求
め

ま
す
。
町
の
見
解
は
。

  

透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
役

場
内
部
で
検
証
を
行
っ
て
、
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。 

（
総
務
課
）

問問

問

答 問問答

問答問答

答答
補
助
金

道
路
整
備
に
つ
い
て

旧
第
三
小
学
校
跡
地
利
活
用
事
業
に
つ
い
て

ご
み
処
理
広
域
化
と
改
善
に
つ
い
て

国
保
税
値
上
げ
に
つ
い
て

佐
味
田
川
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

作
業
着
の
無
償
貸
与

答問答問答

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで

坂本　博道
議員

さか もと        ひろ みち

答 問

02-河合町議会�よりNO6.indd   602-河合町議会�よりNO6.indd   6 2023/10/12   14:322023/10/12   14:32



　　2023 年 11月号  河合町議会だより7

  

崩
落
の
危
険
性
の
高
い
第
２
中
学
校

の
校
舎
の
外
壁
や
町
内
の
小
・
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
の
改
修
計
画
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

  

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
小
・
中
学
校
は
地
域
の
避
難

所
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
防
災
機
能
強

化
の
観
点
か
ら
も
、
早
急
に
学
校
施
設
の

老
朽
化
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
改
修
箇
所
の
優
先
順
位

を
考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る

安
全
面
か
ら
は
、
第
2
中
学
校
の
屋
上
防

水
と
外
壁
の
改
修
で
す
。
ま
た
、
衛
生
面

か
ら
は
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん

の
要
望
を
頂
い
て
い
ま
す
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

  

以
前
か
ら
中
山
台
の
商
業
施
設
跡
地

へ
の
ス
ー
パ
ー
の
出
店
に
つ
い
て
、
住
民

の
方
々
か
ら
、
状
況
が
見
え
な
い
不
安
と

出
店
を
期
待
す
る
声
を
お
聞
き
し
て
い
ま

す
が
、
町
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

  

町
と
し
ま
し
て
は
、
ス
ー
パ
ー
の
出

店
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者

へ
は
早
急
に
店
舗
名
を
公
表
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
該
店
舗
が

開
店
し
た
際
に
は
、
事
業
者
と
と
も
に
交

通
渋
滞
や
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
な
ど
に

つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

す
な
丸
号
の
ル
ー
ト
の
変
更
に
つ
い

て
の
声
を
、
町
内
各
所
の
住
民
の
方
々
か

ら
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
星
和
台

公
団
は
、
停
留
所
も
な
い
状
況
で
す
が
、

町
と
し
て
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

  

す
な
丸
号
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

に
、
必
要
な
ル
ー
ト
の
変
更
に
計
画
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
利
用
方
法
の
広

報
、
周
知
の
工
夫
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
そ
し
て
、
星
和
台
公
団
の
停
留

所
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
検
討
し

ま
す
。 

（
管
財
課
）

  

高
齢
者
の
方
々
か
ら
バ
ス
を
安
心
し

て
利
用
す
る
た
め
に
、
バ
ス
停
へ
の
ベ
ン

チ
の
設
置
に
つ
い
て
要
望
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
の
方
針
を
お
聞
き
し

ま
す
。

  

町
の
方
針
と
し
ま
し
て
は
、
過
去
に

も
条
件
を
満
た
す
停
留
所
に
は
、
ベ
ン
チ

を
設
置
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

乗
車
客
数
や
町
の
主
要
施
設
の
集
積
度
等

を
考
慮
し
、
必
要
な
場
所
へ
の
設
置
を
検

討
し
ま
す
。 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

答 問問

問

業
に
お
け
る
第
二
期
工
事
に
つ
き
ま
し
て
、

計
画
通
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
の
私
の
決

断
に
至
っ
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　

  （
町
長
）

  

6
月
の
私
の
一
般
質
問
終
了
後
、
中

央
公
民
館
を
調
査
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
調
査
で
、
町
職
員
が

実
施
し
た
の
か
、
ま
た
外
部
発
注
し
た
の

で
あ
れ
ば
委
託
料
は
ど
の
程
度
で
す
か
。

  

実
施
致
し
ま
し
た
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
央
公
民
館
の
耐
震
診
断
で
あ
り
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
業
務
を
委
託
し
、

契
約
額
と
致
し
ま
し
て
は
47
万
4
千

1
0
0
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
）

  

町
民
を
不
安
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
今

回
の
迷
走
、
町
政
の
執
行
者
と
し
て
ど
の

よ
う
に
町
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
れ
ま

す
か
。

  

私
は
5
月
の
就
任
以
来
、
財
政
再
建

に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
既
存
の
施
設
は
可
能
な

限
り
継
続
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
財
政
再

建
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
大
変
不
安
な
思
い
を
さ
せ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
力
の
な
い

町
が
施
設
整
備
に
お
い
て
負
担
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
と
の
思
い
で
調

査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
町
長
）

  

旧
河
合
第
三
小
学
校
跡
地
利
活
用
事

業
第
二
期
工
事
は
予
定
通
り
令
和
6
年
4

月
か
ら
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し

い
で
す
か
。
町
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

  

6
月
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
旧

第
三
小
学
校
活
用
施
策
に
お
け
る
第
二
期
工

事
を
一
旦
止
め
ま
す
と
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
既
存
施
設
で
あ
る
中
央

公
民
館
の
耐
震
性
の
確
認
を
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
使
え
る
施
設
は
利

用
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
耐
震
の
確
認
を

す
る
と
の
答
弁
を
致
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は

大
規
模
地
震
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

結
果
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
、
町
財
政

の
再
建
を
念
頭
に
置
き
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
に

お
い
て
再
度
、
様
々
な
可
能
性
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
も
の
で
あ
り
、
当
然

多
く
の
住
民
の
皆
様
方
の
思
い
な
ど
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
杦
本
光
清
議
員
よ
り
今
後
の
方
針

に
関
す
る
一
般
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
こ
の
機
会
に
旧
第
三
小
学
校
利
活
用
事

答 問

答 問

老
朽
化
し
た
小
・
中
学
校
の
校
舎

へ
の
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
の
方
々
の
買
い
物
や
移
動

の
支
援
に
つ
い
て

答 答問答

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

杦本　光清
議員

すぎもと　　　　みつきよ

残
高
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
方
法

の
１
つ
に
繰
上
償
還
が
あ
る
。
県
と
の
協

定
の
目
標
は
現
在
の
健
全
化
計
画
が
ベ
ー

ス
。
今
後
の
検
討
の
結
果
次
第
で
計
画
を

見
直
し
て
い
く
。

（
副
町
長
・
財
政
課
）

  

物
価
高
で
住
民
の
暮
ら
し
が
大
変
。

来
年
度
の
国
保
税
の
値
上
げ
を
す
る
の

か
。
県
国
保
の
助
け
合
い
は
機
能
し
て
い

る
。
財
政
状
況
か
ら
も
今
の
値
上
げ
は
必

要
な
い
。
子
ど
も
の
均
等
割
免
除
の
実
施

を
。
県
の
基
準
に
合
わ
せ
る
た
め
の
値
上

げ
は
や
め
る
べ
き
。
町
長
、
県
に
も
主
張

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

  

方
針
に
変
更
は
な
く
3
月
議
会
で
条

例
改
正
予
定
。
保
険
税
率
の
決
定
権
限
は

町
に
あ
り
、
県
基
準
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
法
的
根
拠
等
は
な
い
が
、
県
単

位
化
は
県
下
市
町
村
が
合
意
し
た
こ
と
。

そ
の
た
め
単
独
免
除
は
で
き
な
い
が
、
高

校
生
世
代
ま
で
均
等
割
免
除
に
は
約

6
9
0
万
円
必
要
と
試
算
。
子
育
て
施
策

は
、
県
と
協
議
を
継
続
さ
せ
て
頂
く
考
え
。

（
町
長
・
住
民
福
祉
課
）

  

進
捗
は
ど
う
か
。
町
長
の
施
策
の
中

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。

  

鉄
道
事
業
者
へ
は
継
続
し
て
働
き
か

け
る
。
今
後
、
駅
周
辺
の
総
合
的
な
整
備

計
画
と
合
せ
て
検
討
す
る
。 

（
町
長
）

  

ご
み
広
域
処
理
（
天
理
市
内
）、
中
継

基
地
（
安
堵
町
内
）
の
進
捗
状
況
、
水
害

対
策
は
ど
う
か
。
ご
み
の
分
別
、
収
集
は

ど
う
変
わ
る
か
。
こ
の
機
会
に
高
齢
化
の

中
で
、
ご
み
の
戸
別
収
集
の
実
施
、
ま
ご

こ
ろ
収
集
の
改
善
は
ど
う
か
。

  

令
和
７
年
１
月
試
運
転
開
始
、
同
年

５
月
本
稼
働
予
定
。
中
継
基
地
は
約
５
m

の
盛
土
で
水
害
の
危
険
を
回
避
す
る
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ご
み
の
一
部
の
分
別
変
更

で
可
燃
ご
み
に
分
類
予
定
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
準
備
中
。
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

知
ら
せ
る
。
戸
別
収
集
は
経
費
増
で
困
難
。

ま
ご
こ
ろ
収
集
の
登
録
は
69
人
。
妊
産
婦

等
へ
の
拡
大
は
で
き
な
い
。

 

（
環
境
対
策
課
・
環
境
整
備
課
）

  

町
長
の
事
業
見
直
し
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
県
と
の
協
定
で
ど
の
よ
う
な
財

政
運
営
を
進
め
る
の
か
。
昨
年
12
月
の「
広

報
か
わ
い
」
で
の
財
政
健
全
化
計
画
の
指

標
見
直
し
で
、
将
来
負
担
比
率
の
5
％
引

下
げ
は
め
ど
が
つ
い
て
い
る
の
で
な
い

か
。「
財
政
指
標
が
良
い
＝
良
い
行
政
」

で
は
な
い
。「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
休
止
」

を
含
む
財
政
健
全
化
計
画
の
見
直
し
を
。

  

旧
三
小
跡
地
活
用
２
期
工
事
は
9
月

か
ら
再
開
し
、
予
算
も
執
行
す
る
。
起
債

  

中
山
台
地
区
の
一
部
で
は
、
30
年
以

上
道
路
舗
装
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た

め
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
劣
化
し
、
石
が
む

き
出
し
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
6

年
度
中
に
舗
装
は
完
了
で
き
ま
す
か
。

  

舗
装
修
繕
は
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
し
ま

す
。 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
以
外
の
地
域
で
は
、

道
路
が
狭
く
救
急
車
な
ど
の
緊
急
用
車
両

が
通
行
で
き
な
い
所
が
2
3
0
ヶ
所
あ
り

ま
す
。
人
の
命
は
1
分
1
秒
を
争
い
ま
す
。

地
元
自
治
会
と
連
携
し
、
生
活
道
路
の
改

善
に
取
組
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
か
。

  
自
治
会
及
び
土
地
所
有
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

拡
幅
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

天
理
王
寺
線
は
奈
良
県
の
事
業
で
は

あ
り
ま
す
が
、
開
通
す
れ
ば
市
場
周
辺
で

の
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
、
通
学
路
へ
の
車

の
侵
入
が
減
り
、
地
域
の
安
全
性
や
利
便

性
の
向
上
、
さ
ら
に
観
光
や
企
業
立
地
も

促
進
さ
れ
ま
す
。
今
後
奈
良
県
に
ど
の
よ

う
な
要
望
を
さ
れ
ま
す
か
。

  

地
域
住
民
の
思
い
を
理
解
し
、
積
極

的
な
事
業
の
推
進
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

　

災
害
対
応
の
公
務
に
も
係
わ
ら
ず
、
職

員
は
自
分
で
雨
合
羽
・
長
靴
な
ど
を
買
っ

て
公
務
に
従
事
し
て
い
る
た
め
、
町
か
ら

の
雨
合
羽
・
長
靴
・
防
寒
着
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
無
償
貸
与
を
提
案
し
ま
し
た
。

  

補
助
金
と
は
、
町
民
の
税
金
の
中
か

ら
役
場
が
団
体
等
に
支
給
す
る
返
済
不
要

の
給
付
金
で
す
。
町
は
27
の
団
体
に
対
し

て
、
年
間
約
5
，
0
0
0
万
円
の
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
へ
の
情
報

公
開
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
町
民
は
ど
の
よ
う
な
団
体
に
、
ど
れ

位
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
か
が
全
く
分
か
り
ま
せ

ん
。
補
助
金
制
度
は
行
政
の
補
完
的
な
役

割
を
担
う
一
方
で
、
財
源
に
は
町
民
の
税

金
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
使
い
道
は
町

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
内
容
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
河
合
町
に
は
補
助
金
の
必

要
性
や
効
果
に
つ
い
て
、
公
表
す
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
町
の
見
解
は
。

  

透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
検
討
し
ま

す
。 

（
総
務
課
）

  

町
に
は
、
補
助
金
の
定
期
的
な
見
直

し
の
仕
組
み
が
な
く
、
補
助
金
が
適
正
に

交
付
さ
れ
て
い
る
か
は
不
透
明
で
、
補
助

金
の
長
期
化
や
、
も
ら
っ
て
当
た
り
前
の

既
得
権
化
が
疑
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
第

3
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
設
置
や
、
弁
護

士
に
よ
る
個
別
外
部
監
査
の
実
施
を
求
め

ま
す
。
町
の
見
解
は
。

  

透
明
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
役

場
内
部
で
検
証
を
行
っ
て
、
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。 

（
総
務
課
）

問問

問

答 問問答

問答問答

答答
補
助
金

道
路
整
備
に
つ
い
て

旧
第
三
小
学
校
跡
地
利
活
用
事
業
に
つ
い
て

ご
み
処
理
広
域
化
と
改
善
に
つ
い
て

国
保
税
値
上
げ
に
つ
い
て

佐
味
田
川
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

作
業
着
の
無
償
貸
与

答問答問答

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで

坂本　博道
議員

さか もと        ひろ みち

答 問
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イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま

す
が
、
特
に
道
路
等
は
災
害
時
に
は
命
を
つ

な
ぐ
道
で
す
。
他
の
市
町
村
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
ス
マ
ホ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
住
民

の
皆
様
か
ら
通
報
や
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と

は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
職
員
の
パ
ト
ロ
ー

ル
も
少
な
く
な
り
、
経
費
削
減
に
な
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
す
か
。

  

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
道
路

損
傷
等
の
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
で
す
が
、

損
傷
箇
所
の
位
置
情
報
、
現
場
写
真
及
び
状

況
説
明
等
に
よ
り
ま
し
て
、
損
傷
状
況
を
正

確
に
把
握
し
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
利
用
さ
れ
て
い
る
他
市
で
は
、
実
際

に
現
場
確
認
作
業
は
減
少
し
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
勤
、
日
常
生
活

に
お
い
て
道
路
、
歩
道
、
側
溝
等
に
異
常
を

発
見
し
た
場
合
は
、
住
民
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
用
い
て
道
路
損
傷
情
報
を
通
報
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
年
中
に
は
運
用
開
始
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
活
性
課
長
）

  

帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ
う
や
長
期
の

痛
み
を
伴
う
病
気
み
た
い
で
す
。

50
歳
か
ら
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発

症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
女
性
の
方
が

発
症
率
高
い
）

　

住
民
の
皆
様
を
守
る
た
め
に
、
す
ぐ
に
無

理
で
も
来
年
度
考
え
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
す

か
。

  

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
国
が
接
種
を
勧
奨
し
て
い
る
定
期

接
種
と
は
異
な
る
任
意
接
種
に
な
り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
50
歳
以
上
の
方
が

任
意
接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

接
種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
疫
力
が
高
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
意
義
は
大
き
い
も
の
と

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
定
期
予
防
接

種
化
に
お
け
る
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

な
が
ら
、
ま
た
、
県
や
近
隣
の
動
向
も
見
て

い
き
な
が
ら
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
課
）

  

佐
味
田
川
駅
前
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

お
盆
や
お
正
月
に
駐
車
場
と
し
て
開
放
し
た

い
が
、
如
何
で
す
か
。
一
つ
の
駐
車
問
題
が

不
法
駐
車
や
地
球
温
暖
化
対
策
の
力
に
な
り

ま
す
。
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
河
合

町
へ
の
一
歩
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

  

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）

答

答答

問問

問

  

参
加
者
が
増
え
続
け
て
い
る
、
素
晴

ら
し
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

継
続
す
る
事
業
と
し
て
営
農
指
導
者
の
高

年
齢
化
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。
参
加

さ
れ
た
方
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
指
導
く

だ
さ
る
体
制
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

  

営
農
指
導
者
の
高
年
齢
化
は
、
以
前

か
ら
課
題
と
し
て
把
握
し
て
お
り
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
地
域
活
性
課
長
）

  

令
和
５
年
８
月
30
日
、
河
合
町
ま
ち

づ
く
り
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
第
１

回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
推
進
委

員
会
の
位
置
づ
け
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

  

町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、「
河
合
町

ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
」に
基
づ
き

条
例
で
設
置
さ
れ
た
第
三
者
機
関
で
す
。

基
本
条
例
の
実
効
性
と
推
進
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、
他
の
条
例
・
規
則
の
点
検
及

び
運
用
検
証
や
基
本
条
例
に
関
し
て
、
調

査
・
評
価
し
審
議
し
て
い
き
ま
す
。
任
期

は
２
年
。委
員
は
学
識
経
験
者
、議
会
議
員
、

各
種
団
体
の
推
薦
者
、
一
般
公
募
の
町
民

の
15
名
で
構
成
。
本
条
例
に
基
づ
く
推
進

計
画
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
12
月
ま
で
に

意
見
を
取
り
ま
と
め
、
町
長
へ
提
出
い
た

し
ま
す
。 

（
政
策
調
整
課
長
）

　

他
に
、「
移
動
式
避
難
所
の
活
用
を
」、「
児

童
・
生
徒
の
好
奇
心
・
探
求
心
を
育
む
た

め
に
」と
し
て
、
小
中
相
互
連
携
の
質
疑
・

提
案
し
ま
し
た
。

　

荒
廃
農
地
を
有
効
活
用
し
、
農
業
体
験

を
通
じ
て
技
術
を
習
得
。
そ
の
楽
し
さ
や

苦
労
な
ど
、
農
業
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
事
業
と
し
て
、
こ
の
事
業
が
あ
り

ま
す
。
将
来
の
課
題
を
確
認
し
、
提
言
い

た
し
ま
す
。

  

直
近
３
年
間
の
参
加
者
数
・
営
農
指

導
者
の
構
成
・
営
農
指
導
者
の
平
均
年
齢
。

  

令
和
３
年
度
33
名（
男
性
28
名
、
女
性

５
名
、
う
ち
子
供
２
名
）令
和
４
年
度
37

名（
男
性
27
名
、
女
性
10
名
、
う
ち
子
供

３
名
）令
和
５
年
度
41
名（
男
性
28
名
、
女

性
13
名
、
う
ち
子
供
４
名
）の
参
加
者
数

で
す
。

　

営
農
指
導
者
の
構
成
は
、
農
業
委
員
及

び
農
業
推
進
委
員
、
地
元
農
業
者
と
元
農

業
委
員
等
の
21
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
年
齢
は
、
約
74
歳
で
す
。

（
地
域
活
性
課
長
）

  

営
農
指
導
者
の
高
年
齢
化
が
、
課
題

と
し
て
あ
る
と
考
え
ま
す
。
参
加
者
が
営

農
指
導
者
へ
転
身
く
だ
さ
っ
た
事
例
は
あ

り
ま
す
か
。

  

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
２
名
の
方
が
新
規
就
農
者
と
し
て
卒

業
し
て
お
り
ま
す
。　
（
地
域
活
性
課
長
）

答答 問問

答 答問 問

道
路
の
損
傷
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
通
報
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
駐
車
場
開
放
に
つ
い
て

た
ん
ぼ
の
楽
耕

（
荒
廃
農
地
活
用
事
業
）に
つ
い
て

自
治
及
び
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は

ど
の
よ
う
に

長谷川　伸一
議員

は    せ   がわ         しん いち

佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

ま
す
。
そ
こ
に
参
画
を
し
て
い
き
た
い
。

河
合
町
に
は
今
、
主
だ
っ
た
観
光
ル
ー
ト

と
い
う
の
も
な
い
で
す
。
近
隣
と
の
協
働

も
必
要
と
考
え
、
課
の
設
置
で
対
応
し
て

行
き
た
い
。 

（
町
長
）

　

こ
の
質
問
以
外
に
財
政
再
建
、
子
育
て

教
育
環
境
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。

  

３
月
末
に
町
民
税
等
に
関
す
る
不
納

欠
損
処
理
の
外
部
監
査
結
果
が
公
表
。
平

成
11
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
23
年
間
で

一
般
会
計
町
民
税
等
と
特
別
会
計
国
保
税

等
で
計
約
８
億
７
，
８
９
０
万
円
も
不
納

欠
損
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
町
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。
異
常
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

  

確
か
に
私
も
異
常
と
い
う
か
、ち
ょ
っ

と
分
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
。 
（
町
長
）

  

平
成
10
年
度
に
町
民
税
、
固
定
資
産

税
等
を
調
べ
る
と
合
計
で
２
億
１
，
４
０
０

万
ほ
ど
の
欠
損
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
様
な
こ
と
に
対
し
て
、
当
事
者
の
責
任

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
。

  

当
時
の
資
料
が
無
く
原
因
が
不
明
な

た
め
、
個
別
外
部
監
査
で
も
同
様
な
ご
指

摘
を
頂
き
、
過
去
、
債
権
管
理
は
も
と
よ

り
不
納
欠
損
処
理
自
体
が
適
切
に
な
さ
れ

て
い
た
か
疑
問
を
抱
か
せ
る
な
ど
指
摘
を

受
け
ま
し
た
。 

（
総
務
部
長
）

　
　  

「
令
和
６
年
度
は
機
能
的
で
ス
リ
ム
な

組
織
を
構
築
す
る
。
観
光
課
を
設
置
し
て

町
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
移
住
定
住

の
促
進
に
つ
な
げ
る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

現
在
の
部
、
課
の
組
織
に
観
光
課
の
増
設

は
ス
リ
ム
な
組
織
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
見
解
を
尋
ね
ま
す
。

  

専
門
の
課
を
設
置
す
れ
ば
、
問
題
解

決
、
目
的
達
成
ま
で
の
迅
速
化
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
行
の
組

織
に
新
た
な
課
を
新
設
す
る
だ
け
で
は
、

ス
リ
ム
な
組
織
か
ら
離
れ
た
も
の
と
な
る

と
考
え
る
。
職
員
数
に
制
限
が
あ
る
中
、

他
の
部
門
で
職
員
数
が
不
足
す
る
と
い
っ

た
こ
と
も
想
定
し
ま
す
。
組
織
改
革
に
つ

い
て
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

に
よ
り
、
組
織
の
肥
大
化
を
抑
制
す
る
こ

と
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
進

め
て
行
き
ま
す
。 

（
総
務
部
次
長
）

  

法
隆
寺
で
有
名
な
斑
鳩
町
の
行
政
組

織
を
見
ま
す
と
、
観
光
課
は
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
課
で
な
く
、
観
光
係
を
設
置
す
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

  

私
と
し
て
は
観
光
課
と
し
て
設
置
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
斑
鳩
町
、
生
駒

郡
、
郡
山
、
王
寺
、
上
牧
、
様
々
な
と
こ

ろ
で
観
光
ル
ー
ト
の
協
働
作
業
も
始
ま
り

  

回
答
の
中
で
所
有
者
の
方
が
、
10
月

末
ま
で
待
っ
て
欲
し
い
と
い
う
申
出
が
あ

り
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際
10

月
末
ま
で
に
解
体
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
を
踏
ま
れ
る
の
で

す
か
。

  

令
和
５
年
10
月
末
ま
で
に
解
体
が
完

了
さ
れ
な
い
場
合
は
、
11
月
中
旬
に
河
合

町
空
家
等
対
策
協
議
会
を
開
催
し
て
協
議

会
の
意
見
を
確
認
後
、
空
家
等
対
策
の
措

置
に
関
す
る
特
別
措
置
法
及
び
河
合
町
空

家
等
対
策
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き

措
置
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
住
宅
課
）

  　

早
急
に
撤
去
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
個
人
所
有
の

土
地
の
中
に
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
車
も

止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
様
々
な
問

題
点
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま
ず
、
協
議
会

を
通
じ
て
こ
の
10
月
に
も
し
さ
れ
な
い
場

合
、
や
は
り
協
議
会
と
話
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

状
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
人

的
被
害
が
出
た
場
合
、
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
早
急
に
対
処
し
て
も
ら
う
よ

う
に
土
地
の
所
有
者
ま
た
協
議
会
を
通
じ

て
、
ど
の
よ
う
な
処
置
で
や
る
か
と
い
う

こ
と
を
早
急
に
案
を
出
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
町
長
）

答 問答 問

答答

森
川
町
長
の
所
信
表
明
と

選
挙
公
報
の
公
約
に
つ
い
て

個
別
外
部
監
査
結
果
報
告
書
に
つ
い
て

  

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
９

月
議
会
及
び
４
年
12
月
議
会
で
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
何
も
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
、
現
在
の
進
行
状
況
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
回
答
願
い
ま
す
。

  

令
和
４
年
９
月
28
日
に
所
有
者
本
人

が
来
庁
さ
れ
、
解
体
に
向
け
た
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
、
河
合
町
空
家
等
対
策
協
議

会
の
同
意
を
得
て
、
令
和
４
年
10
月
４
日

に
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
を
一
時
保

留
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
空
家
の
所
有
者
及
び

所
有
者
の
奥
さ
ん
と
解
体
に
向
け
た
内
容

等
に
つ
い
て
計
５
回
の
協
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
所
有
者
の
奥
さ

ん
か
ら
令
和
４
年
度
の
危
険
空
家
等
除
却

費
補
助
制
度
を
活
用
し
て
解
体
す
る
予
定

で
し
た
が
、
解
体
費
用
の
関
係
で
令
和
４

年
度
中
の
解
体
は
で
き
な
い
と
の
申
入
れ

が
あ
り
、
所
有
者
の
奥
さ
ん
の
意
向
と
し

て
は
令
和
５
年
度
に
同
じ
補
助
金
を
活
用

し
て
、
10
月
末
ま
で
に
解
体
す
る
の
で

待
っ
て
ほ
し
い
と
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
申
出
に
よ
り
現
在
措
置
を
一
時
保
留

し
て
お
り
ま
す
。 

（
住
宅
課
）

問

問

答

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき

焼
失
後
の
空
家
に
つ
い
て

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

答答 問問
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イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま

す
が
、
特
に
道
路
等
は
災
害
時
に
は
命
を
つ

な
ぐ
道
で
す
。
他
の
市
町
村
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
ス
マ
ホ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
住
民

の
皆
様
か
ら
通
報
や
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と

は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
職
員
の
パ
ト
ロ
ー

ル
も
少
な
く
な
り
、
経
費
削
減
に
な
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
す
か
。

  

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
道
路

損
傷
等
の
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
で
す
が
、

損
傷
箇
所
の
位
置
情
報
、
現
場
写
真
及
び
状

況
説
明
等
に
よ
り
ま
し
て
、
損
傷
状
況
を
正

確
に
把
握
し
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
利
用
さ
れ
て
い
る
他
市
で
は
、
実
際

に
現
場
確
認
作
業
は
減
少
し
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
勤
、
日
常
生
活

に
お
い
て
道
路
、
歩
道
、
側
溝
等
に
異
常
を

発
見
し
た
場
合
は
、
住
民
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
用
い
て
道
路
損
傷
情
報
を
通
報
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
年
中
に
は
運
用
開
始
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
活
性
課
長
）

  

帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ
う
や
長
期
の

痛
み
を
伴
う
病
気
み
た
い
で
す
。

50
歳
か
ら
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発

症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
女
性
の
方
が

発
症
率
高
い
）

　

住
民
の
皆
様
を
守
る
た
め
に
、
す
ぐ
に
無

理
で
も
来
年
度
考
え
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
す

か
。

  

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
国
が
接
種
を
勧
奨
し
て
い
る
定
期

接
種
と
は
異
な
る
任
意
接
種
に
な
り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
50
歳
以
上
の
方
が

任
意
接
種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

接
種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
疫
力
が
高
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
意
義
は
大
き
い
も
の
と

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
定
期
予
防
接

種
化
に
お
け
る
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

な
が
ら
、
ま
た
、
県
や
近
隣
の
動
向
も
見
て

い
き
な
が
ら
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
課
）

  

佐
味
田
川
駅
前
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

お
盆
や
お
正
月
に
駐
車
場
と
し
て
開
放
し
た

い
が
、
如
何
で
す
か
。
一
つ
の
駐
車
問
題
が

不
法
駐
車
や
地
球
温
暖
化
対
策
の
力
に
な
り

ま
す
。
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
河
合

町
へ
の
一
歩
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

  

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）

答

答答

問問

問

  

参
加
者
が
増
え
続
け
て
い
る
、
素
晴

ら
し
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

継
続
す
る
事
業
と
し
て
営
農
指
導
者
の
高

年
齢
化
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。
参
加

さ
れ
た
方
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
指
導
く

だ
さ
る
体
制
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

  

営
農
指
導
者
の
高
年
齢
化
は
、
以
前

か
ら
課
題
と
し
て
把
握
し
て
お
り
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
地
域
活
性
課
長
）

  

令
和
５
年
８
月
30
日
、
河
合
町
ま
ち

づ
く
り
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
第
１

回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
推
進
委

員
会
の
位
置
づ
け
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

  

町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、「
河
合
町

ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
」に
基
づ
き

条
例
で
設
置
さ
れ
た
第
三
者
機
関
で
す
。

基
本
条
例
の
実
効
性
と
推
進
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、
他
の
条
例
・
規
則
の
点
検
及

び
運
用
検
証
や
基
本
条
例
に
関
し
て
、
調

査
・
評
価
し
審
議
し
て
い
き
ま
す
。
任
期

は
２
年
。委
員
は
学
識
経
験
者
、議
会
議
員
、

各
種
団
体
の
推
薦
者
、
一
般
公
募
の
町
民

の
15
名
で
構
成
。
本
条
例
に
基
づ
く
推
進

計
画
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
12
月
ま
で
に

意
見
を
取
り
ま
と
め
、
町
長
へ
提
出
い
た

し
ま
す
。 

（
政
策
調
整
課
長
）

　

他
に
、「
移
動
式
避
難
所
の
活
用
を
」、「
児

童
・
生
徒
の
好
奇
心
・
探
求
心
を
育
む
た

め
に
」と
し
て
、
小
中
相
互
連
携
の
質
疑
・

提
案
し
ま
し
た
。

　

荒
廃
農
地
を
有
効
活
用
し
、
農
業
体
験

を
通
じ
て
技
術
を
習
得
。
そ
の
楽
し
さ
や

苦
労
な
ど
、
農
業
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
事
業
と
し
て
、
こ
の
事
業
が
あ
り

ま
す
。
将
来
の
課
題
を
確
認
し
、
提
言
い

た
し
ま
す
。

  

直
近
３
年
間
の
参
加
者
数
・
営
農
指

導
者
の
構
成
・
営
農
指
導
者
の
平
均
年
齢
。

  

令
和
３
年
度
33
名（
男
性
28
名
、
女
性

５
名
、
う
ち
子
供
２
名
）令
和
４
年
度
37

名（
男
性
27
名
、
女
性
10
名
、
う
ち
子
供

３
名
）令
和
５
年
度
41
名（
男
性
28
名
、
女

性
13
名
、
う
ち
子
供
４
名
）の
参
加
者
数

で
す
。

　

営
農
指
導
者
の
構
成
は
、
農
業
委
員
及

び
農
業
推
進
委
員
、
地
元
農
業
者
と
元
農

業
委
員
等
の
21
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
年
齢
は
、
約
74
歳
で
す
。

（
地
域
活
性
課
長
）

  

営
農
指
導
者
の
高
年
齢
化
が
、
課
題

と
し
て
あ
る
と
考
え
ま
す
。
参
加
者
が
営

農
指
導
者
へ
転
身
く
だ
さ
っ
た
事
例
は
あ

り
ま
す
か
。

  

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
２
名
の
方
が
新
規
就
農
者
と
し
て
卒

業
し
て
お
り
ま
す
。　
（
地
域
活
性
課
長
）

答答 問問

答 答問 問

道
路
の
損
傷
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
通
報
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
駐
車
場
開
放
に
つ
い
て

た
ん
ぼ
の
楽
耕

（
荒
廃
農
地
活
用
事
業
）に
つ
い
て

自
治
及
び
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は

ど
の
よ
う
に

長谷川　伸一
議員

は    せ   がわ         しん いち

佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

ま
す
。
そ
こ
に
参
画
を
し
て
い
き
た
い
。

河
合
町
に
は
今
、
主
だ
っ
た
観
光
ル
ー
ト

と
い
う
の
も
な
い
で
す
。
近
隣
と
の
協
働

も
必
要
と
考
え
、
課
の
設
置
で
対
応
し
て

行
き
た
い
。 

（
町
長
）

　

こ
の
質
問
以
外
に
財
政
再
建
、
子
育
て

教
育
環
境
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。

  

３
月
末
に
町
民
税
等
に
関
す
る
不
納

欠
損
処
理
の
外
部
監
査
結
果
が
公
表
。
平

成
11
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
23
年
間
で

一
般
会
計
町
民
税
等
と
特
別
会
計
国
保
税

等
で
計
約
８
億
７
，
８
９
０
万
円
も
不
納

欠
損
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
町
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。
異
常
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

  

確
か
に
私
も
異
常
と
い
う
か
、ち
ょ
っ

と
分
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
。 
（
町
長
）

  

平
成
10
年
度
に
町
民
税
、
固
定
資
産

税
等
を
調
べ
る
と
合
計
で
２
億
１
，
４
０
０

万
ほ
ど
の
不
納
欠
損
処
理
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
こ
と
に
対
し
て
、
当
事
者

の
責
任
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
。

  

当
時
の
資
料
が
無
く
原
因
が
不
明
な

た
め
、
個
別
外
部
監
査
で
も
同
様
な
ご
指

摘
を
頂
き
、
過
去
、
債
権
管
理
は
も
と
よ

り
不
納
欠
損
処
理
自
体
が
適
切
に
な
さ
れ

て
い
た
か
疑
問
を
抱
か
せ
る
な
ど
指
摘
を

受
け
ま
し
た
。 

（
総
務
部
長
）

　
　  

「
令
和
６
年
度
は
機
能
的
で
ス
リ
ム
な

組
織
を
構
築
す
る
。
観
光
課
を
設
置
し
て

町
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
移
住
定
住

の
促
進
に
つ
な
げ
る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

現
在
の
部
、
課
の
組
織
に
観
光
課
の
増
設

は
ス
リ
ム
な
組
織
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
見
解
を
尋
ね
ま
す
。

  

専
門
の
課
を
設
置
す
れ
ば
、
問
題
解

決
、
目
的
達
成
ま
で
の
迅
速
化
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
行
の
組

織
に
新
た
な
課
を
新
設
す
る
だ
け
で
は
、

ス
リ
ム
な
組
織
か
ら
離
れ
た
も
の
と
な
る

と
考
え
る
。
職
員
数
に
制
限
が
あ
る
中
、

他
の
部
門
で
職
員
数
が
不
足
す
る
と
い
っ

た
こ
と
も
想
定
し
ま
す
。
組
織
改
革
に
つ

い
て
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

に
よ
り
、
組
織
の
肥
大
化
を
抑
制
す
る
こ

と
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
進

め
て
行
き
ま
す
。 

（
総
務
部
次
長
）

  

法
隆
寺
で
有
名
な
斑
鳩
町
の
行
政
組

織
を
見
ま
す
と
、
観
光
課
は
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
課
で
な
く
、
観
光
係
を
設
置
す
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

  

私
と
し
て
は
観
光
課
と
し
て
設
置
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
斑
鳩
町
、
生
駒

郡
、
郡
山
、
王
寺
、
上
牧
、
様
々
な
と
こ

ろ
で
観
光
ル
ー
ト
の
協
働
作
業
も
始
ま
り

  

回
答
の
中
で
所
有
者
の
方
が
、
10
月

末
ま
で
待
っ
て
欲
し
い
と
い
う
申
出
が
あ

り
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
際
10

月
末
ま
で
に
解
体
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
を
踏
ま
れ
る
の
で

す
か
。

  

令
和
５
年
10
月
末
ま
で
に
解
体
が
完

了
さ
れ
な
い
場
合
は
、
11
月
中
旬
に
河
合

町
空
家
等
対
策
協
議
会
を
開
催
し
て
協
議

会
の
意
見
を
確
認
後
、
空
家
等
対
策
の
措

置
に
関
す
る
特
別
措
置
法
及
び
河
合
町
空

家
等
対
策
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き

措
置
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
住
宅
課
）

  　

早
急
に
撤
去
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
個
人
所
有
の

土
地
の
中
に
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
車
も

止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
様
々
な
問

題
点
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま
ず
、
協
議
会

を
通
じ
て
こ
の
10
月
に
も
し
さ
れ
な
い
場

合
、
や
は
り
協
議
会
と
話
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

状
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
し
人

的
被
害
が
出
た
場
合
、
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
早
急
に
対
処
し
て
も
ら
う
よ

う
に
土
地
の
所
有
者
、
ま
た
協
議
会
を
通

じ
て
ど
の
よ
う
な
処
置
で
や
る
か
と
い
う

こ
と
を
早
急
に
案
を
出
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
町
長
）

答 問答 問

答答

森
川
町
長
の
所
信
表
明
と

選
挙
公
報
の
公
約
に
つ
い
て

個
別
外
部
監
査
結
果
報
告
書
に
つ
い
て

  

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
９

月
議
会
及
び
４
年
12
月
議
会
で
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、何
も
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
、
現
在
の
進
行
状
況
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
回
答
願
い
ま
す
。

  

令
和
４
年
９
月
28
日
に
所
有
者
本
人

が
来
庁
さ
れ
、
解
体
に
向
け
た
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
、
河
合
町
空
家
等
対
策
協
議

会
の
同
意
を
得
て
、
令
和
４
年
10
月
４
日

に
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
を
一
時
保

留
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
空
家
の
所
有
者
及
び

所
有
者
の
奥
さ
ん
と
解
体
に
向
け
た
内
容

等
に
つ
い
て
計
５
回
の
協
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
所
有
者
の
奥
さ

ん
か
ら
令
和
４
年
度
の
危
険
空
家
等
除
却

費
補
助
制
度
を
活
用
し
て
解
体
す
る
予
定

で
し
た
が
、
解
体
費
用
の
関
係
で
令
和
４

年
度
中
の
解
体
は
で
き
な
い
と
の
申
入
れ

が
あ
り
、
所
有
者
の
奥
さ
ん
の
意
向
と
し

て
は
令
和
５
年
度
に
同
じ
補
助
金
を
活
用

し
て
、
10
月
末
ま
で
に
解
体
す
る
の
で

待
っ
て
ほ
し
い
と
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
申
出
に
よ
り
現
在
、
措
置
を
一
時
保

留
し
て
お
り
ま
す
。 

（
住
宅
課
）

問

問

答

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき

焼
失
後
の
空
家
に
つ
い
て

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

答答 問問
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河合町議会令和５年第５回（８月）臨時会
8月28日㈪　臨時会　　　　　　

河合町議会令和５年第３回（９月）定例会
8月31日㈭　議会運営委員会
9月  8日㈮　議会運営委員会
　　　　　　本会議(初日)
9月12日㈫ 一般質問
9月13日㈬　一般質問

13時00分

10時00分
9時30分
10時00分
9時30分
9時30分

9月14日㈭　総務文教常任委員会
　　　　　　厚生建設常任委員会
9月20日㈬　決算審査特別委員会
9月21日㈭　決算審査特別委員会
9月28日㈭　議会運営委員会
　　　　　　本会議(最終日)

ごみ処理施策検討特別委員会（第１回）
7月18日㈫

10時00分
13時30分
10時00分
10時00分
9時30分
10時00分

9時30分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

In
fo
rm
a
tio
n

議会の動き

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

議会議員町内学校施設視察議会議員町内学校施設視察 　

近
年
、
自
衛
隊
員
の
応
募
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、
地
方
自
治
体
へ
の
働
き

か
け
が
以
前
に
も
ま
し
て
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
少
子
化
に
加
え
２
０
１
５
年
の
安

保
関
連
法
の
成
立
以
降
、
任
務
の
危
険
度

が
格
段
と
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
衛

隊
は
人
的
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
自
治

体
へ
の
協
力
要
請
を
強
め
る
中
、
適
齢
者

名
簿
の
提
供
が
急
増
し
全
国
的
に
は
約

61
％
の
自
治
体
が
提
供
し
て
い
ま
す
。

  

河
合
町
で
の
名
簿
の
提
供
に
つ
い
て

個
人
情
報
を
本
人
の
了
解
も
な
く
提
供
す

る
こ
と
に
つ
い
て
い
か
が
お
考
え
で
す
か
？

  

今
年
1
月
、
次
年
度
18
歳
、
22
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
3
1
2
名
の
住
適
齢
者

名
簿（
住
所
氏
名
等
）の
閲
覧
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
閲
覧
は
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
も

の
で
、
年
1
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
）

  

広
報
に
よ
る
自
衛
官
募
集
の
記
事
が

紙
面
の
半
分
を
使
い
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
民
に
役
に
立
つ
情
報
な
ど
他
に
も

知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
事
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
?

  

昭
和
58
年
６
月
号
か
ら
自
衛
隊
施
行

令
１
１
９
条
に
基
づ
き
年
２
回
〜
６
回
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

（
企
画
部
長
）

  

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
の
激
励
会
に
つ

い
て

　

近
年
、
自
衛
隊
は
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ

ラ
・
い
じ
め
・
殺
人
事
件
な
ど
不
祥
事
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な「
職
場
」に

青
年
を
送
り
出
す
た
め
の
激
励
会
を
開
催

し
エ
ー
ル
を
送
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か

と
思
い
ま
す
が
？

  

防
衛
大
臣
・
奈
良
地
方
協
力
本
部
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
部
長
）

　

県
は
８
月
に
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を

図
る
た
め
に
道
路
施
設
の
点
検
を
行
い
ま

し
た
。
河
合
町
に
15
ｍ
を
超
え
る
橋
が
19

あ
り
ま
す
。
西
名
阪
道
路
を
跨
ぐ
平
山
橋

は
令
和
６
年
か
ら
の
修
繕
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
塚
泉
跨
線
橋
、
新
高
塚
橋
は
判
定

区
分
２
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
検

査
で
判
定
区
分
３
と
な
っ
た
第
２
高
塚
橋

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

修
繕
は
い
つ
か
ら
行
わ
れ
、
鳩
の
糞

被
害
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
？

  

今
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り
、
鳩
の

対
策
も
併
せ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
対

策
に
つ
い
て
は
、
補
修
計
画
と
併
せ
て
検

討
し
ま
す
。 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

災
害
時
に
人
命
を
守
り
、
生
活
を
守

る
た
め
に
も
町
橋
の
点
検
・
修
繕
計
画
な

ど
具
体
的
に
示
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

住
民
が
安
心
で
き
る
情
報
の
提
供
を
し
て

下
さ
い
。

  

今
後
、
公
表
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

答答

答

問

答 問答 問

問問
自
衛
隊
員
の
募
集
に
つ
い
て

町
橋
の
管
理
に
つ
い
て

編
集
後
記

　めっきり涼しくなり、道端や田んぼのあぜ道など
に彼岸花が咲き誇り秋を感じさせます。今年もそ
んな彼岸花が見頃を迎えます。
　4 年ぶりにご招待頂きました運動会では子供達
の笑顔が最高でした。

今月の表紙
『大和川堤防沿いに咲く彼岸花が美しい』
池部在住　松谷千寿様よりご提供頂きま
した。

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

　８月３日木曜日、議会議員で町内小中学校の視察を行いました。町長・教育長・議長・教育委員会職員と共に
老朽化した校舎外観・校舎内及び付随設備などの説明を受けながら視察をしました。各校の耐震補強工事は完了
していますが、校舎屋上からの天井雨漏り、外壁劣化、洋式便座の少なさ等々を確認出来ました。毎年、教育委
員会の予算で事故が無いように補修されていますが
児童・生徒の更なる教育向上の為、早急に中規模工
事等で教育施設改善について理事者と問題を共有出
来ました。
【参考】
第一中学校 築５５年。　第二中学校築４８年。
第一小学校 築１９年（低学年棟３８年） 。
第二小学校築５０年。

【発議（議員提出議案）とは】
議会の会議において、議員が「議案」を議長に提出することをいいます。

主な発議案として、「条例」、「意見書」などがあります。

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
井上　惠美子 氏（広瀬台）

諮問第１号

補助金の個別外部監査実施を求める決議
　補助金は、地方自治法第２３２条の２で「地方公共団体は、そ
の公益上必要がある場合においては、寄附又は補助することが
できる」と規定されています。
　補助金制度は行政の補完的な役割を担い、様々な行政分野
において、施策目的を効率的に実現するための有効な手段の１
つですが、近年多くの自治体では経営改革の一環として、補助
金改革が進められています。その背景には、補助金交付の目
的や根拠・基準の不明確さ、補助事業の効果・成果の曖昧さ、
補助金の長期化による既得権化など、その実態に不透明な点
が指摘されているためです。
　河合町では「団体に対する補助金等に係る予算の執行の適
正化に関する規則」に基づいて、補助金交付が行われています。
しかし、この規則は昭和６１年の制定以降、３７年間一度も改正
されないまま現在に至っています。そのため、社会情勢に十分
対応出来ず、補助金の長期化・既得権化が生じている可能性
があります。
　補助金の財源は、町民の税金で賄われていることから、補助

議員発議第８号　第３回（９月定例会提出）

監査委員の選任について
宮塚　治好 氏（大輪田）

同意第２８号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
西田　尚造 氏（奈良弁護士会）

同意第２９号

教育委員会委員の任命について
森嶋　勝彦 氏（穴闇）

同意第３０号

金の交付にあたっては、補助事業の公益性・公平性・必要性・
有効性が求められます。しかし、河合町では定期的な見直しが
進んでいない上に、情報公開も徹底されていません。そのため、
どのような団体に、どのような補助金があって、どのように使わ
れ、どのような効果があったかは、町民は全く分かりません。
　補助金は町民の税金、いわゆる公金である以上、その使い
道は、町民の理解が得られる内容でなくてはなりません。河合
町においては、補助金の必要性や効果、算定基準、過度の行
政支援など不透明な点があり、また、中には団体の事業活動と
いうよりも、団体存続のための運営費補助と思われる補助金も
見受けられます。そこで、団体等に交付されている全ての補助
金について、「個別外部監査」により、その必要性、有効性等
を検証し、客観的に評価する必要があると考えます。
　以上のことから、河合町議会会議規則第１３条の規定に基づ
き、令和５年９月河合町議会定例会において、「補助金の個別外
部監査実施」を求める決議を提出するものです。

令和５年９月８日　奈良県北葛城郡河合町議会
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河合町議会令和５年第５回（８月）臨時会
8月28日㈪　臨時会　　　　　　

河合町議会令和５年第３回（９月）定例会
8月31日㈭　議会運営委員会
9月  8日㈮　議会運営委員会
　　　　　　本会議(初日)
9月12日㈫ 一般質問
9月13日㈬　一般質問

13時00分

10時00分
9時30分
10時00分
9時30分
9時30分

9月14日㈭　総務文教常任委員会
　　　　　　厚生建設常任委員会
9月20日㈬　決算審査特別委員会
9月21日㈭　決算審査特別委員会
9月28日㈭　議会運営委員会
　　　　　　本会議(最終日)

ごみ処理施策検討特別委員会（第１回）
7月18日㈫

10時00分
13時30分
10時00分
10時00分
9時30分
10時00分

9時30分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

In
fo
rm
a
tio
n

議会の動き

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

議会議員町内学校施設視察議会議員町内学校施設視察 　

近
年
、
自
衛
隊
員
の
応
募
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、
地
方
自
治
体
へ
の
働
き

か
け
が
以
前
に
も
ま
し
て
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
少
子
化
に
加
え
２
０
１
５
年
の
安

保
関
連
法
の
成
立
以
降
、
任
務
の
危
険
度

が
格
段
と
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
衛

隊
は
人
的
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
自
治

体
へ
の
協
力
要
請
を
強
め
る
中
、
適
齢
者

名
簿
の
提
供
が
急
増
し
全
国
的
に
は
約

61
％
の
自
治
体
が
提
供
し
て
い
ま
す
。

  

河
合
町
で
の
名
簿
の
提
供
に
つ
い
て

個
人
情
報
を
本
人
の
了
解
も
な
く
提
供
す

る
こ
と
に
つ
い
て
い
か
が
お
考
え
で
す
か
？

  

今
年
1
月
、
次
年
度
18
歳
、
22
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
3
1
2
名
の
住
適
齢
者

名
簿（
住
所
氏
名
等
）の
閲
覧
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
閲
覧
は
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
も

の
で
、
年
1
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
）

  

広
報
に
よ
る
自
衛
官
募
集
の
記
事
が

紙
面
の
半
分
を
使
い
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
民
に
役
に
立
つ
情
報
な
ど
他
に
も

知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
事
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
?

  

昭
和
58
年
６
月
号
か
ら
自
衛
隊
施
行

令
１
１
９
条
に
基
づ
き
年
２
回
〜
６
回
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

（
企
画
部
長
）

  

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
の
激
励
会
に
つ

い
て

　

近
年
、
自
衛
隊
は
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ

ラ
・
い
じ
め
・
殺
人
事
件
な
ど
不
祥
事
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な「
職
場
」に

青
年
を
送
り
出
す
た
め
の
激
励
会
を
開
催

し
エ
ー
ル
を
送
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か

と
思
い
ま
す
が
？

  

防
衛
大
臣
・
奈
良
地
方
協
力
本
部
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
部
長
）

　

県
は
８
月
に
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を

図
る
た
め
に
道
路
施
設
の
点
検
を
行
い
ま

し
た
。
河
合
町
に
15
ｍ
を
超
え
る
橋
が
19

あ
り
ま
す
。
西
名
阪
道
路
を
跨
ぐ
平
山
橋

は
令
和
６
年
か
ら
の
修
繕
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
塚
泉
跨
線
橋
、
新
高
塚
橋
は
判
定

区
分
２
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
検

査
で
判
定
区
分
３
と
な
っ
た
第
２
高
塚
橋

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

修
繕
は
い
つ
か
ら
行
わ
れ
、
鳩
の
糞

被
害
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
？

  

今
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り
、
鳩
の

対
策
も
併
せ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
対

策
に
つ
い
て
は
、
補
修
計
画
と
併
せ
て
検

討
し
ま
す
。 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

  

災
害
時
に
人
命
を
守
り
、
生
活
を
守

る
た
め
に
も
町
橋
の
点
検
・
修
繕
計
画
な

ど
具
体
的
に
示
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

住
民
が
安
心
で
き
る
情
報
の
提
供
を
し
て

下
さ
い
。

  

今
後
、
公
表
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

答答

答

問

答 問答 問

問問
自
衛
隊
員
の
募
集
に
つ
い
て

町
橋
の
管
理
に
つ
い
て

編
集
後
記

　めっきり涼しくなり、道端や田んぼのあぜ道など
に彼岸花が咲き誇り秋を感じさせます。今年もそ
んな彼岸花が見頃を迎えます。
　4 年ぶりにご招待頂きました運動会では子供達
の笑顔が最高でした。

今月の表紙
『大和川堤防沿いに咲く彼岸花が美しい』
池部在住　松谷千寿様よりご提供頂きま
した。

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

　８月３日木曜日、議会議員で町内小中学校の視察を行いました。町長・教育長・議長・教育委員会職員と共に
老朽化した校舎外観・校舎内及び付随設備などの説明を受けながら視察をしました。各校の耐震補強工事は完了
していますが、校舎屋上からの天井雨漏り、外壁劣化、洋式便座の少なさ等々を確認出来ました。毎年、教育委
員会の予算で事故が無いように補修されていますが
児童・生徒の更なる教育向上の為、早急に中規模工
事等で教育施設改善について理事者と問題を共有出
来ました。
【参考】
第一中学校 築５５年。　第二中学校築４８年。
第一小学校 築１９年（低学年棟３８年） 。
第二小学校築５０年。

【発議（議員提出議案）とは】
議会の会議において、議員が「議案」を議長に提出することをいいます。

主な発議案として、「条例」、「意見書」などがあります。

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
井上　惠美子 氏（広瀬台）

諮問第１号

補助金の個別外部監査実施を求める決議
　補助金は、地方自治法第２３２条の２で「地方公共団体は、そ
の公益上必要がある場合においては、寄附又は補助することが
できる」と規定されています。
　補助金制度は行政の補完的な役割を担い、様々な行政分野
において、施策目的を効率的に実現するための有効な手段の１
つですが、近年多くの自治体では経営改革の一環として、補助
金改革が進められています。その背景には、補助金交付の目
的や根拠・基準の不明確さ、補助事業の効果・成果の曖昧さ、
補助金の長期化による既得権化など、その実態に不透明な点
が指摘されているためです。
　河合町では「団体に対する補助金等に係る予算の執行の適
正化に関する規則」に基づいて、補助金交付が行われています。
しかし、この規則は昭和６１年の制定以降、３７年間一度も改正
されないまま現在に至っています。そのため、社会情勢に十分
対応出来ず、補助金の長期化・既得権化が生じている可能性
があります。
　補助金の財源は、町民の税金で賄われていることから、補助

議員発議第８号　第３回（９月定例会提出）

監査委員の選任について
宮塚　治好 氏（大輪田）

同意第２８号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
西田　尚造 氏（奈良弁護士会）

同意第２９号

教育委員会委員の任命について
森嶋　勝彦 氏（穴闇）

同意第３０号

金の交付にあたっては、補助事業の公益性・公平性・必要性・
有効性が求められます。しかし、河合町では定期的な見直しが
進んでいない上に、情報公開も徹底されていません。そのため、
どのような団体に、どのような補助金があって、どのように使わ
れ、どのような効果があったかは、町民は全く分かりません。
　補助金は町民の税金、いわゆる公金である以上、その使い
道は、町民の理解が得られる内容でなくてはなりません。河合
町においては、補助金の必要性や効果、算定基準、過度の行
政支援など不透明な点があり、また、中には団体の事業活動と
いうよりも、団体存続のための運営費補助と思われる補助金も
見受けられます。そこで、団体等に交付されている全ての補助
金について、「個別外部監査」により、その必要性、有効性等
を検証し、客観的に評価する必要があると考えます。
　以上のことから、河合町議会会議規則第１３条の規定に基づ
き、令和５年９月河合町議会定例会において、「補助金の個別外
部監査実施」を求める決議を提出するものです。

令和５年９月８日　奈良県北葛城郡河合町議会
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※議長は採決に加わりません。

編集・発行 ： 河合町議会・議会だより編集委員会
〒６３６-８５０１ 奈良県北葛城郡河合町池部１丁目１番１号　　電話 ： 0745（57）0200　　ＦＡＸ ： 0745（57）1711
河合町議会公式ホームページURL ： https://www.town.kawai.nara.jp/10/

令和５年第５回（８月）臨時会　　議決結果賛否一覧 

承認第9号

同意第27号

疋
田　

俊
文

岡
田　

康
則

馬
場
千
惠
子

大
西　

孝
幸

杦
本　

光
清

長
谷
川
伸
一

坂
本　

博
道

中
山　

義
英

佐
藤　

利
治

梅
野
美
智
代

常
盤　

繁
範

杦
本　

貴
司

原案承認(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

議決結果議案番号 議  案  名

専決処分の承認を求めることについて（令和５年度河合町一般会計補正
予算）

副町長の選任について

令和５年第３回（９月）定例会　議決結果賛否一覧 ○…賛成　●…反対

○…賛成　●…反対

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

認定第1号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

認定第7号

認定第8号

諮問第1号

同意第28号

同意第29号

同意第30号

議員発議第8号

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛９・反２)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛8・反3)

原案可決(賛9・反2)

原案認定(賛6・反5)

原案認定(賛9・反2) 

原案認定(賛9・反2) 

原案認定(賛7・反4) 

原案認定(賛11・反0)

原案認定(賛9・反2) 

原案認定(賛9・反2) 

原案認定(賛7・反4) 

原案適任(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案同意(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

議決結果議案番号 議  案  名

令和５年度河合町一般会計補正予算について

令和５年度河合町国民健康保険特別会計補正予算について

令和５年度河合町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算について

令和５年度河合町水洗便所改造資金貸付事業特別会計補正予算について

令和５年度河合町介護保険特別会計補正予算について

令和５年度河合町後期高齢者医療制度特別会計補正予算について

河合町印鑑条例の一部改正について

河合町税条例の一部改正について

令和４年度河合町一般会計歳入歳出決算認定について（別冊）

令和４年度河合町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について（別冊）

令和４年度河合町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決
算認定について（別冊）

令和４年度河合町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について（別冊）

令和４年度河合町水洗便所改造資金貸付事業特別会計歳入歳出
決算認定について（別冊）

令和４年度河合町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（別冊）

令和４年度河合町後期高齢者医療制度特別会計歳入歳出決算認
定について（別冊）

令和４年度河合町水道事業会計決算認定について（別冊）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

監査委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

教育委員会委員の任命について

補助金の個別外部監査実施を求める決議
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詳しい日程は、決定しだい
ホームページに掲載いたします。

次の議会は
12月定例会を予定しています。

決算審査特別委員会報告
総務文教常任委員会結果報告
厚生建設常任委員会結果報告
一般質問
議員発議
議会議員町内学校施設視察
議会の動き
今月の表紙
編集後記
議決結果賛否一覧
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●河合町を中心に撮影された写真
●自作の未発表作品
●デジタルデータに限ります。
●複数点の応募も可能です。
●タテ・ヨコどちらも可能です。
●詳しくは議会事務局へご連絡
　ください。

議会だよりの表紙に
掲載する写真を募集中 !!
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